
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人 大牟田市社会福祉協議会 

社協事務局通信 

 

きらり８月号（2025）Vol.184 
発行元：大牟田市社会福祉協議会 
〒836-0815 大牟田市瓦町 9-3 
電話 57-2519  FAX 57-2528 

E-mail：omshakyo@omshakyo.or.jp 

 

行政書士相談 ８月２０日（水） 32-8851 

 

 

１２:００～１７:００予定時間 

第１０回 進路相談会 ～全日制じゃない高校ってどんなとこ？～ を開催します  

不登校生徒で高校進学に不安を抱いている人や、全日制高校へ進学し
たものの学校生活になじめず中退を選択せざるを得なかった生徒達を対
象に、１０回目となる「進路相談会～全日制じゃない高校ってどんなとこ？～」
を開催します。 
全日制以外（定時制・単位制・通信制・サポート校など）の学校が参加し、

それぞれの教育理念や特色などの説明を行うとともに、個別相談会も実
施します。 

全日制の高校だけが『高校』ではありません！ 

いろいろな学びのスタイルがあり、学びの多

様性の時代です。 

自分に、あるいは自分たちの子どもに合った 

『高校』を見つけに来ませんか？ 

【定時制】三池工業高等学校  

【単位制・フレックス型】大牟田北高等学校 

【全日制・単位制】立花高等学校  

【SNEC・STEC※】 明蓬館高等学校 

【通信制課程】誠修高等学校、柳川高等学校、久留米信愛高等学校 

【通信制高校】星槎国際高等学校、勇志国際高等学校、 

おおぞら高等学院 

【サポート校】ソフィア 

【その他】高等専修学校 C＆S学院、宅峰中ほしぞら分校 

※SNEC とは「スペシャルニーズ・エデュケーションセンター」の略。発達障害を
持った生徒のための特別支援教育コース。 
STEC とは「スペシャルニーズ・トレーニング＆エデュケーションセンター」の
略。自立訓練等の福祉サービスを併用しながら高校卒業に向けてスキルアッ
プができる学習センター。 

大牟田ひきこもり支援ネットワーク会議 

不登校・ひきこもり家族の会「ふきのとう」 

社会福祉法人 大牟田市社会福祉協議会 

 

日 時 

無料 ※オンライン参加も可能 
（オンラインのみ申込必要） 

大牟田文化会館 小ホール 

令和７年９月１５日（月・祝） 

場 所 

参加費 

主 催 

問合せ 生活支援相談室 

 TEL：０９４４－３２－８８５１ 

 Mail：soudan@omshakyo.or.jp 

参加予定校 

個別相談会（昨年度） 

昨年７月に家族の会を立ち上げ、８月に不登校やひきこもり状態の人やその家族の居場所ほっとスペース”ふきのとう”を

開所し、１年が経過しました。この間、必要な方々に情報をお届けできるようにと、視察や見学を積極的に受け入れ、求めら

れれば、不登校・ひきこもり支援や居場所の紹介のためにお話にお伺いするなど、宣伝活動に力を入れてきた結果、昨年度

６００人以上の方々が利用や見学などで、ほっとスペース“ふきのとう”を訪れてくださいました。 

ひきこもり当事者の利用にはまだ至ってはいませんが、不登校の子どもたちの利用は少しずつ増え、最初声を出さなかっ

たお子さんが笑顔で遊んだり、話せたりするようになるなど、嬉しい変化がみられるケースも出てきました。そして、家族の

定例会の参加以外にも、「ちょっと話を聞いて欲しくて…」と訪れてくださるご家族も少しずつ増えてきています。 

こうしてほっとスペース“ふきのとう”を運営できているのも、物件の提供をいただきました「社会福祉法人あけぼの会

様」、資金提供いただきました「大牟田市社会福祉法人地域公益活動協議会様」をはじめ多くの皆様のご理解・ご支援の賜

物と感謝申し上げます。 

これからも不登校やひきこもりに対する理解者が増え、必要な方々に情報が伝わり、不登校やひきこもりで悩んでいる当

事者やご家族がほっとスペース“ふきのとう”を「安心できる居場所」「ほっとできる居場所」と認識して、利用していただけ

るよう、家族の会としても尽力していきたいと思います。今後とも皆様のご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 

   

6月25日に、「介護・福祉現場におけるカスタマーハラスメント※」をテーマに、職員全体研修会を開催し、約60

名が参加しました。カスタマーハラスメント対策が全事業所に義務化される中、その実態を正しく理解し、「個人の

力」と「組織の備え」の両面から事業所の現状を見直し、改善策を考えるため、株式会社IDO代表取締役社長の本間

佑介さんを講師にお迎えし、お話いただきました。 

研修では、グループワークを交えながら、ハラスメントの種類や注意点、 

リスク要因、事業所として対応すべきこと、職員としてやるべきことにつ 

いて学びました。 

講師からは、組織的・総合的なハラスメント対策の実施や初期対応の重 

要性に加え、要因分析の必要性、サービスの質向上の取り組みが大切であ 

ること、そして問題が発生した際には事業所全体で受けとめ、一人で抱え 

込まないようアドバイスがありました。今回の研修を業務に活かし、適切 

な対応ができるよう努めていきたいと思います。 
※カスタマーハラスメントとは…顧客からの不当な要求や言動によって、従業員の就業環境が害される行為のことです。

具体的には、暴言、脅迫、土下座要求、長時間にわたる拘束、性的言動などが挙げられます。  

 

職員全体研修 「介護・福祉の現場でのカスタマーハラスメント」について学びました 

カスハラについての講話の様子 

不登校・ひきこもり家族の会 「ふきのとう」を発足して… 

居場所 『ほっとスペース “ふきのとう”』 を開所して… 

 

 

「第１回 ひきこもりサポーター養成講座 （初級編) 」 を開催しました！ 

７月３０日に、「第１回不登校・ひきこもりサポーター養成講座」を開催しました。 
まず、主催団体である「大牟田ひきこもり支援ネットワーク会議」の取組みに 

ついて、生活支援相談室より説明しました。その後、加盟団体でもある不登校・ 
ひきこもり家族の会“ふきのとう”の中西朋美会長より、『私たちが住むこの街 
に“こころの居場所”を…』と題して、不登校・ひきこもり家族の会設立までの経 
過や目指すもの、不登校・ひきこもりサポーターに求めること等をお話ししまし 
た。続いて、『不登校・ひきこもり家族の会“ふきのとう”設立までの歩み』や『不 
登校・ひきこもりの人や家族のための居場所ほっとスペース“ふきのとう”開所 
までの歩み』、『令和６年度の事業報告』を動画で視聴していただきました。 
当日は、元当事者や教育関係者をはじめ、民生委員や児童委員など３３名の参加がありました。参加者からは、

「不登校・ひきこもりの経験があり、自分を責める部分があったが、もっと早く話を聞ければよかった」「不登校・ひき
こもりの子どもが学校に行きたくないと主張するなら、気持ちを受け止め、その選択に賛同しようと思う」など、た
くさんの声を聞くことができました。 
このサポーター養成講座は、不登校・ひきこもりの当事者とその家族に対する理解者を増やすことを目的として

おり、全３回の講座修了後、希望された方にサポーターとして登録していただき、当事者やその家族に寄り添い、伴
走する活動をお願いしています。今回の講座では、昨年度にサポーター登録し、当事者やその家族の居場所ほっと
スペース “ふきのとう”で活動されている方々にも、スタッフとして協力していだたきました。 
養成講座修了後に、一人でも多くサポーター登録されることを期待しています！ 

 

第１回不登校・サポーター 
養成講座の様子 

１年が経過いたしました！ 

＊＊＊ご寄贈ありがとうございました＊＊＊ 

ＮＰＯ法人いるか様より、カルビーのフルーツグラノーラ 

８０箱（４８０袋）を「子ども食堂」のためにとご寄贈いただ 

きました。「子ども・地域食堂」や「学童保育所」にて有効に

活用させていただきます。ありがとうございました。 ＮＰＯ法人 いるか 様より 

ほっとスペースふきのとう 

毎日暑い中、皆さん、いかがお過ごしでしょうか？自宅で働くのも外に出かけるのも億劫で、活動量は減っていき体重だ

けが増えていきます。とはいえこれ以上体重が増えないようにと電気代の節約にもなる為、日中は商業施設に出向き、施

設内を歩き回って活動量が増えるようにと気を付けるようにしています。しかし、商業施設には誘惑もあり、たまらなく美

味しそうな香りが漂ってくる為、ついつい吸い寄せられ残念な結果となります。とりあえず、今は筋力維持に取り組み、秋か

ら外で散歩を頑張ろうかと思っている今日この頃です。             （少しぽっちゃりの境でした(⋈◍＞◡＜◍)。✧） 

 

【編集後記】 

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大牟田市保健福祉部（保護課・福祉課）職員を対象とした事業説明会を行いました！ 

７月１１日・１４日・１５日の３日間にわたり、大牟田市保健福祉部保護課及び福祉課の職員を対象に事業説明会を

実施し、延べ５５名の参加がありました。説明会では、大牟田市より受託している「生活困窮者自立支援事業」や「成

年後見センター事業」をはじめ、福岡県社会福祉協議会より受託している「生活福祉資金貸付事業」「日常生活自立

支援事業」等の各事業を中心に説明を行い、本会で支援できることや制度上支援できないこと等を双方の職員と

で                        で確認しました。 

また、本会が事務局を担っている大牟田市社会福祉法人地域公益活動協 

議会（２７法人加盟）が行う「生活困窮者レスキュー事業（ゴミ屋敷清掃活 

動、食料支援など）」の取組みについても紹介しました。質疑応答では、家計 

相談や就労支援、おおむたキャロットサービス等についての質問があり、 

「参考になった」「社協のことを知っているようで知らなかった」との声が聴 

かれました。今回の説明会を通じ、お互いの理解を深める良い機会となり、 

今後さらに大牟田市保健福祉部との連係強化に努め、各々の役割を明確に 

し、市民の福祉向上に努めていきたいと考えてます。 

 

 

 

大牟田市職員対象の 
  事業説明会の様子 

民児協校区会長＆主任児童委員の方々へ向けて～１人でも多くの方に知ってほしい事～ 

７月２日、大牟田市民生委員・児童委員協議会が主催の「民児協校区会長 

及び主任児童委員研修会」にて、本会の相談支援員が「不登校・ひきこもり 

支援」をテーマに説明させていただきました。 

当日は、大牟田市内１９校区の民児協校区会長、主任児童委員４９名の参 

加があり、ほっとスペース“ふきのとう”を開所するまでの経過や、不登校・ 

ひきこもり家族の会「ふきのとう」設立までの歩みなど、皆さん真剣な表情 

で耳を傾けられ、涙を流される場面もありました。説明後、グループごとに、 

校区で取り組まれている活動や、課題について情報共有・意見交換などが 

行われました。これからも、不登校やひきこもりの方、その家族にも優しい 

街づくりを目指して「不登校・ひきこもり支援」に取り組んでいきます。 不登校・ひきこもり支援の講話の様子 
futo 

                                     

歴木保育所の「七夕」は短冊作りから始まります。 

三角蛇腹に折った和紙に、子どもたちが３色の絵の具を選び、角を浸 

して染めます。それぞれ個性のある短冊に仕上がりました。各家庭で３ 

つ、お願い事を書いてきてもらい、３歳児以上は自分で笹に飾り付けを 

行います。卒園児のご家庭から、毎年立派な笹をいただき、それに各ク 

ラスで作った輪つなぎや織姫、彦星などを飾り付け、とても賑やかな笹 

飾りができあがりました。 

７月７日の七夕の集まりでは、ステージに笹を飾り、クラスで写真撮

影を行い、七夕の歌を歌ったり、七夕のブラックシアターを見たりして楽しみました。 

社会福祉協議会  令和７年度 「新任理事・評議員研修会」 を開催しました！ 

７月２４日に「新任理事・評議員研修会」を開催しました。今年度は理事、評議員の改選期にあたり、新しく就任さ

れた理事３名、評議員３名（うち１人は再任）の計６名の参加がありました。この研修は、社会福祉協議会の法的根拠

や役割、使命等について理解を深めることを目的に実施しており、大牟田市社会福祉協議会の事業概要、第４次大

牟田市地域福祉実践計画について説明しました。 

社協の組織体制や各部署の業務内容、これまでの主な事業実績等の概要 

に加え、実践計画では、計画策定の趣旨や基本目標、重点施策等、本会が重 

点的に取り組んでいる事業について紹介しました。参加された皆様は熱心に 

耳を傾けられ、質疑応答や意見交換も行い、事務局としても、有意義な研修 

となりました。 

本会では、この研修をはじめとして、今後も福岡県社会福祉協議会が主催 

する研修会や講演会等の案内を周知するなど、情報提供を行ってまいります。 
令和７年度 「新任理事・評議員研修会」 

６月２６日（木）、毎年の恒例行事として取り組んでいる、歴木保育所年長児による「田植え」を体験しました。   

好天に恵まれ、バスに乗り込み櫟野へ出発しました。田んぼに着くと、「いちの 

田んぼの会」の方々にご挨拶し、５～６名ずつの４グループに分かれて２グルー 

プずつ順番に田んぼの中へ。ぬかるみに足を取られながらも用心深く歩き、苗を 

もらって目印が付いたところに１苗ずつ植えていきました。 

秋には実ったお米の稲刈りを体験する予定です。 

自分たちで植えたお米が、どんな風に育つのか期 

待に胸をはずませる子どもたちでした。 

７月２５日（金）、「お祭りごっこ」を行いました。 

毎年、おおむた大蛇山まつりの前日に、こども大蛇で練り歩きを行います。 

３，４，５歳児はうちわや扇子に絵を描いたり、鈴をつけたりして作った「鳴 

り物」を持ち、年長児が引くこども大蛇の山 

車の後を列になって、「よいさー、よいやさー」 

と掛け声をかけながら練り歩きました。 

暑さが厳しかったため、園庭で熱中症対策 

をしながらの練り歩きとなりましたが、暑さに負けない元気な声が響き渡りまし 

た。その後、室内で大蛇山ばやしと炭鉱節を踊り、お祭り気分を楽しんだ子ども 

たちです。本番は明日！元気いっぱい がんばれくぬぎっ子！！ 

７月２６日（土）、おおむた大蛇山まつりの一環で行われた、「ちびっこ総踊り」に年長児、年中児が参加し 

ました。本物のお祭り、しかもお家の人と一緒ということもあり、“ウキ 

ウキ”“わくわく”の子どもたち。「掘って～掘って～また掘って」と、元 

気いっぱい踊りました。保育所紹介では、保育士がどんぐりの被り物をし 

てステージに上がると、どんぐりころころの替え 

歌「どんぐりころころ歴木っ子」の歌と踊りも大 

歓声で盛り上げていました。とても暑かったです 

が、最後まで頑張り、大牟田の夏を楽しみました。 

暑い中、保護者の皆さまもお疲れさまでした。 

７月１９日（土），２０日（日）に年長児による「お泊りキャンプ」 

を行いました。夕食、朝食の買い物に行き、グループごとに決められた 

材料を購入。帰園後はスイカ割り。「右、右！！」、「もっと前！」と 

教える声がとても賑やかでした。夕食のカレー作りでは、ピーラーでの 

皮むきや包丁で野菜を切ったり、真剣な顔で取り組んだ子どもたち。夕 

食のカレーとサラダ、そしてゼリーのデザートまでぺろりと平らげ、食 

器洗いも自分たちで頑張りました。 

夕食後は、マジックショーや劇、ダンスなど、グループごとに考えて 

練習した出し物をユーモアたっぷりに披露し、子どもも職員も大いに盛 

り上がりました。園庭には打ち上げ花火が用意してあり、色とりどりの 

光に大歓声、夏ならではの雰囲気を味わいました。一日色々な楽しいこ 

とに取り組んだ子どもたち。夜はみんなぐっすりと寝ていました。翌朝、 

朝食を食べた後、お家の人に、楽しかったことをたくさん話して聞かせ 

笑顔で帰っていきました。初めてお家の人と離れて保育所で一晩過ごし、 

たくさんの体験ができた子どもたちは、心身ともにまた少し成長したように感じました。 

 
 

令和７年度 「おおむた子ども・地域食堂衛生管理講習会」 を開催しました！ 

７月７日・１１日の２日間にわたり、「令和７年度おおむた子ども・地域食堂 衛生管理講習会」を開催しました。 

この講習会は、大牟田市内の子ども・地域食堂の関係者を対象に実施したもので、１７名の方々に参加いただき

ました。 

今回は、細菌性食中毒の発生が多い夏場の運営にあたって、衛生管理への意 

識を更に高めていただくことを目的に開催しました。講習会は、本会の管理栄養 

士が講師を務め、食中毒の基礎知識や予防の三原則、代表的な食中毒細菌の特 

徴、ノロウイルスの感染経路、消毒方法など、調理・提供時に注意すべきポイント 

についてわかりやすく、スライドを用いて説明しました。 

これからも、こうした情報提供や支援を通じて、安心・安全に子ども・地域食堂 

を利用できる環境を支えてまいりたいと思います。 衛生管理についての講話の様子 


